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第６回 部会検討結果報告書 （行財政運営部会） 

 
記録者 本木 場所 市役所北庁舎第１・２・３会議室 
開催日時・場所 平成２６年１０月８日（土） 午前１０時００分 ～ １０時５０分 

出席者 

（ ９ 名） 

栗原 昭良 小西 信生 澤田 浩宜 隆 宗男 
吉武 考三郎 及川 慎也 武澤 秀幸 本木 祐輔 
佐々 顕子    
    

傍聴者  ０ 名 
 

基本施策名  

 
■前回（第５回会議）の振り返りについて 

・ 部会検討結果報告書（エ）１４点目の「都営団地増が納税できない人の増に繋がる」とある

が、事例はあるのか。 
→発言者より、「都営団地を」から「恐れがある」までの部分は削除するよう意見があり承認さ

れた。 
・ 部会検討結果報告書（エ）６点目の「マンション建設は人を増やすことにはなっても、人の

動きは限定的であり市の更なる利益につながるような広がりは見込めない。」について、今後マ

ンション建設は不要ということか。 
→マンション建設が問題というわけではなく、たとえば、同じ世代が移住してくる大規模マン

ションなど、何らかの工夫が必要ではないかという問題提起の意味合いである。 
→マンション建設にあたって市に相談する過程を経ていくという話であることが分かった。 
→急激な変化はまずいという議論の中で出てきた話である。 

・ 空き地を有効活用して、人口を増やす、治安対策もできるのでは 
・ 空き家もいろいろ種類があるが同じ意味合いで使われていることがおおいように散見される。 
・ 日当たりや風通しは良いが、家賃が高く空き家が多いところもあるようだ。 
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■全体の振り返りについて 

５－２見直し論点シートについて 
・ エ 第２次推進プランはいつからはじまるのか書かれていないが予定はあるのか。 
→ 近々やる予定と伺っている。 

・ エ 【長期的視点に立った公共資産の維持・活用】１０点目「概算額を洗い出しの」を「概

算額の洗い出しを」に修正 
・ ウ １１点目「財政状況の」を「財政状況が」に修正 
・ エ 【市民ニーズや行政課題に的確に対応できる人材の育成】６点目「見聞を広めるための

海外研修の実施の検討」は重複のため消去 
・ 予算・実績が分からず概論だけ話していていいのか。具体化を議論するべきである。 
・ 業績評価シートは１０００ページ以上もある。読むのも大変である。 
・ 提案のインセンティブ。表彰式は行なわれるのか。 
 
５－３見直し論点シートについて 
・ ウの７点目は、一人暮らしを強調するよう修正した 
・ システムをしても民間任せで費用負担が大きくならないような工夫が必要である。 
・ 技術的なものが上がってもセキュリティはしっかり行なって欲しい。 
・ 都道府県が集約してセキュリティを行なっていこうとする手法もある。但し、各自治体がレ

ベルを合わせるために費用負担が増すこともありうる。 
 
５－４見直し論点シートについて 
・ エの３点目、「予測制度の劣化」の意味するところが分かりづらい。 
→例えば、市庁舎建設で遺跡が出たら費用がかかるなど、一定の期間で予測を見直していくこ

とが重要というローリングプランを意味している。 
・ エの６点目、「中心市街地活性化計画の」の最後に、「一定程度の納税者層の転入を促す魅力

ある府中市作りを図る」を入れる。 
 
 
 
 


